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医療福祉建築賞 2018 募集要項 

 主催  一般社団法人日本医療福祉建築協会

 後援  厚生労働省(予定)

一般社団法人日本医療福祉建築協会では，1991 年に厚生省（当

時）の後援を得て「病院建築賞」を創設し，1995 年より名称を

「医療福祉建築賞」と改めて，医療福祉建築の顕彰事業を実施

しております． 
  賞は，近年竣工した医療・福祉施設及び保健施設のうち，応

募のあったものの中から選ぶことになります．下記の要項に沿

って，ふるってご応募くださるようご案内致します． 
 
１．趣  旨 
  医療福祉建築賞は優れた医療福祉建築を顕彰し，それを広く

世に知らせることによって，これら施設の質の向上をはかるこ

とを目的として定めるものである． 
  優れた医療福祉建築とは，建築として質が高いことに加えて，

利用者ならびに職員にとって快適で使い勝手がよいことを条

件とする．すなわち中身と器が調和し，いずれにおいても優れ

ていることを意味するものとする． 
 
２．顕  彰 
  「医療福祉建築賞」若干点に対して，賞状・賞牌・銘板が贈

られる．また，企画，特定の部門計画，工事技術などが特に優

れている応募案があった際には，選考委員会でその内容を検討

し若干点に対して「医療福祉建築賞 準賞」として，賞状・賞

牌が贈られる． 
 
３．対  象 
  顕彰の対象となる施設は，2014 年（平成 26 年）４月１日か

ら 2017 年（平成 29 年）３月 31 日までの３年間に日本国内に

おいて新築，増改築または改修を行なった医療･福祉･保健施設

ならびにその関連施設とする． 
  なお，上記条件に合致する限りにおいて，前回に応募し選外

となった作品の応募もさしつかえない． 
 
４．応募資格 
  応募者は，当該施設の開設者または管理者，設計者のどちら

でもよい．ただし，選考委員または委員の所属する組織が計画･

設計･運営に関与している施設は応募できない（当該施設は委

員の任期終了後に応募することができる）． 

 
５．選考のための提出資料 

(1) 所定の応募申込書ならびに建築概要書 

(2) 設計主旨 

(3) 図面  配置図･平面図･断面図など，大きさはＡ３判.                                                    

(4) 写真  15 葉程度とし，周辺環境がわかるものを含む               

   こと．また，室内については家具・機器等が設置され   

  ていること．大きさは任意． 

上記 (1)～(4) をＡ３判クリアファイル１冊におさめて提出

のこと．なお，それらをＰＤＦ化しＣＤ等に収めたて提出のこ

と．なお，それらをＰＤＦ化しＣＤ等に収めたデータを同時に

提出のこと．ただし，本会会誌『医療福祉建築』に作品全体が

紹介されたものついては，(2)～(4)の一部について当該誌の提

出をもってこれに替えることができる．この場合でも『医療福

祉建築』に掲載分も含めてデータを提出のこと． 

 

６．応募期日 

  2018 年８月 20 日から同年８月 31 日まで．当日消印有効． 

 

７．提出先 

  一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

  住所  〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館 

  電話  03-3453-9904 FAX 03-3453-7573 

 

８．応募料 

  応募者は１作品につき 64,800 円（税込）を応募料として

応募時に納入する． 

 

９．選  考 

  選考は，以下の委員で構成される選考委員会によって｢趣

旨｣ に沿った判断にもとづいて行なう．なお，選考過程で必要

に応じて現地調査を行なう．また，必要に応じて特別委員をお

くことができる． 

委員長 筧  淳夫（工学院大学 建築学部 教授） 

委 員 伊藤  正（鹿島建設㈱ 医療福祉推進部 部長） 

委 員 伊藤 恭行（名古屋市立大学 芸術工学研究科 教授） 

委 員 岡本 和彦（東洋大学 理工学部 准教授） 

委 員 武村 雪絵（東京大学大学院医学系研究科 准教授） 

委 員 正木 義博（社会福祉法人恩賜財団済生会支部 

    神奈川県済生会支部長） 

委 員 三浦  研（京都大学大学院 工学研究科 教授） 

 

10．公  表 

  選考の結果は 2019 年３月末日までに応募者に通知すると

ともに,別途本会会誌に公表する． 

 

11．提出資料の取扱い 

  応募のために提出した資料は返却する．また，本協会がこの

事業の趣旨に則して提出資料を会誌に掲載，さらに図書の出版，

または展示などのために用いる場合，受賞者は無償でその使用

を認めることとする．なお，その際写真撮影者の記載を必要と

する場合は，あらかじめ応募の際に明記する．

 

応募書類は web でダウンロードできます。 http://www.jiha.jp 

※本賞に関するお問合せはメールにてお受けします。 E-mail:office@jiha.sakura.ne.jp 
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病院建築基礎講座／福祉建築基礎講座 開催案内 

 恒例の標記講座を、本年は下記により開催します。「建築基礎講座」は、主として初心者を対象

に、基礎的な知識を平易に解説することをコンセプトとして、病院、福祉施設・高齢者住宅などの

最新情報や今日的話題を体系的に盛り込んだ講義内容です。設計事務所等の新人研修をはじめ、こ

れから医療福祉建築を手がけられる設計者や、新築・増改築をお考えの施設関係者などにも広くご

利用頂けますので、お誘い合せの上、ご参加下さい。 

記 

会  期 病院：２０１８年７月９日(月)・７月１０日(火) 

     福祉：２０１８年７月１１日(水） 

会  場 建築会館ホール（東京都港区芝 5-26-20） 

定  員 １７５名（定員になり次第しめきります） 

受 講 費 病院建築(２日): 一般 44,280 円、JIHa 会員 22,680 円 

（税込） 福祉建築(１日): 一般 21,600 円、JIHa 会員 10,800 円 

申し込み １）受講申込書にご記入の上、FAX または E-mail にて下記宛 

お申し込みください。（web でもお申し込みできます） 

     ２）申込み順に、受講費を記載した受付票を返信致します。 

     ３）受付票が届き次第、受講費をご確認の上、指定口座に 

お振り込みください。 

     ４）入金確認後、領収書と受講証をお送りします。 

       日本医療福祉建築協会事務局 〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館 

TEL: (03)3453-9904  FAX: (03)3453-7573  E-MAIL: office@jiha.sakura.ne.jp 

--------------------------------------------------------------------------------------- 

病院建築基礎講座／福祉建築基礎講座 受講申込書 

一 般 ・ JIHa 会員       (○を付してください)       日付：    年  月  日 

法 人 名  

所 在 地  〒 

担 当 者  部   署  

電   話  Ｆ Ａ Ｘ  

 

受 講 者 名 受講内容(○を付してください) 

 病院のみ・福祉のみ・病院＋福祉 

 病院のみ・福祉のみ・病院＋福祉 

 病院のみ・福祉のみ・病院＋福祉 

 病院のみ・福祉のみ・病院＋福祉 
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病院建築基礎講座 2018 プログラム 

７月９日(月) 9:30 開場 

10:00～11:30 全体計画 竹宮 健司 （首都大学東京 都市環境学部 教授） 

12:30～13:30 病院の施設基準 加藤 拓郎 
（山下設計 東京本社 第一設計部 

グループ長/副部長） 

13:40～15:20 病棟の計画 渡辺 玲奈 （竹中工務店 医療福祉・教育本部 課長）

15:30～16:30 病院の設備 伊藤 昭 
（日建設計 エンジニアリング部門 

設備設計グループ 設備設計部 技術長）

７月１０日(火)  

9:30～10:30 外来・救急の計画  岡本 和彦 （東洋大学 理工学部 建築学科 准教授）

10:40～12:10 診療部の計画 小林 健一 
（国立保健医療科学院 医療・福祉サービ

ス研究部 上席主任研究官） 

13:10～14:40 供給部の計画 石橋 達勇 （北海学園大学 工学部 建築学科 教授）

14:50～16:20 病院のデザイン 鳥山 亜紀 
（清水建設 設計本部 医療福祉施設設計

部 プロジェクト設計室長） 

（社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：10.5 時間(予定) 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム 

福祉建築基礎講座 2018 プログラム 
７月１１日(水) 9:00 開場 

9:30～10:30 高齢期における暮らしと住まい 石井 敏 （東北工業大学 建築学科 教授） 

10:40～11:40 高齢者施設の制度と法規 相本 正浩 （ゆう建築設計 専務取締役） 

12:40～14:20 高齢者施設の計画 山口 健太郎 （近畿大学 建築学部 教授） 

14:30～16:10 障害児・者施設の計画 山脇 博紀 
（筑波技術大学 産業技術学部 

  総合デザイン学科 准教授） 

（社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：5.0 時間(予定) 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム 

＊敬称略、タイトル・講師は変更されることがあります 

 

 主 催 一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

 会 場 建築会館ホール（東京都港区芝 5-26-20）
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・関連情報・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

書籍紹介 北欧流「ふつう」暮らしからよみとく環境デザイン 

北欧に留学経験のある建築研究者を中心にまとめた一冊です。 

建築環境や環境デザインを軸に、生活を大切にしている北欧社会を紹介しています。日本の場合は経済

性や制度が優先されて「生活を魅力ある豊かなものにする」という視点が失われがちです。「当たり前

の普通の暮らし」を送るために、福祉や教育システムについて改善への努力を行っている北欧の姿をと

おして、日本の環境のあり方を考える一冊となっています。豊富な写真で読みやすい内容です。 

 

 編集   ：北欧環境デザイン研究会 

 サイズ・頁：A5・152 頁 

 発行月  ：2018 年 05 月 

 定価   ：本体 2,400 円＋税 

 ISBN   ：978-4-395-32109-4  

 編著者  ：水村容子・垣野義典 

 著者   ：生田京子・石井敏・伊藤俊介・大原一興・橘弘志・厳爽ほか 

 

 [内容紹介] 

 1 章 住まいの仕組みと環境デザイン 

  ・自立した暮らしを支える高齢者住宅 

  ・シングルマザーやドメスティックバイオレンス被害者のための居住支援 

  ・病棟と在宅で展開される緩和ケア— 安心して最期を迎える看取りの仕組み ほか 

 

 2 章 学びや仕事の仕組みと環境デザイン 

  ・子どもの「日々の家」として計画された保育環境 

  ・都市で暮らす親子を支える居場所づくり 

  ・日本の 20 年先をいく教育コンセプト ほか 

 

 3 章 自分を取り戻すための環境デザイン 

  ・フィンランドの図書館はなぜ居心地が良いのか? 

  ・精神障害者の自立を支える社会との接点を断ち切らない医療環境 

  ・子ども病院のアート ほか 

 

 

 ご注文についてはこちら → http://www.shokokusha.co.jp/?p=9524 
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～・～・～・～・～・～・～・～・【再掲】関連情報・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

認定病院患者安全推進協議会 施設・環境・設備安全部会 

「施設・環境・設備安全セミナー in 大阪」 
～医療スタッフの作業場のリスクをなくし患者安全に繋げよう！～ 

 施設・環境・設備安全部会では、医療スタッフに与える影響にも配慮した作業環境を構築することで、

より高い患者の安全性に繋がると考えています。 
 本セミナーでは、病院の職員の方と一緒に、実際に起きた施設・環境・設備に関連する事例や旧病棟

（病室等）を見ながら、医療スタッフの作業を行う上のリスクやその対策について協議します。また、

当日は新病棟の見学ツアーも企画しています。 

日 時 ： ２０１８年６月２５日（月）12:30～17:00 

会 場 ： 社会医療法人生長会 ベルランド総合病院 AIF ホール（大阪府堺市中区） 

参加対象 ： 一般社団法人 日本医療福祉建築協会会員 または 

  一般社団法人 日本医療福祉設備協会会員 

定  員 ： １０名程度（抽選） 

参 加 費 ： 無料 

講  師 ： 施設・環境・設備安全部会メンバー ◎＝部会長 

(敬称略) ◎筧淳夫（工学院大学 建築学部 建築デザイン学科 教授） 

  楠本茂雄（社会医療法人生長会 ベルランド総合病院 クオリティ管理センター 部長） 

  柴田康宏（社会医療法人同仁会 耳原総合病院 品質管理部 部長） 

  土田真人（医療法人社団藤聖会 富山西総合病院 医療安全管理室 医療安全管理者） 

  三浦雅博（三浦雅博アトリエ） 

プログラム ： ６～８名の多職種によるグループワークです。 

  12:30-12:45 開会挨拶、講義／講師：筧淳夫 

  12:45-14:20 事例分析＆全体発表・協議／ファシリテーター：部会員 

  14:20-14:35 休憩＋旧病棟へ移動 

  14:35-14:55 現場でリスク抽出（旧病棟）／ファシリテーター：部会員 

        *病室、トイレ、洗面所、浴室、ナースステーション等 

  14:55-15:05 休憩＋新病棟へ移動 

  15:05-16:25 リスク抽出まとめ＆全体発表＊協議 

  16:25-16:35 総括／筧淳夫 

  16:35-17:00 病院見学（新病棟） 

申込期間 ： ５月７日（月）～６月１３日（水）※締め切りが延長されました。 

申込 URL ： https://www.seminar.jcqhc.or.jp/public/seminar/view/1272  

お問合せ ： 公益財団法人日本医療機能評価機構 認定病院患者安全推進課 小泉・大鹿 

  Tel：03-5217-2326（直通） 


